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Synthesizers

合成装置の選び方
SYSTAG社の自動反応システムは、容量スケールに合わせて2種類のシステムがございます。さらに各システムの中でも数種類
の反応容器が選択可能です。実験のご要望に応じて適した反応容器をご選択ください。また、スケールの違うシステムそれぞれ
を1システムに組み込むことも可能です。さらに、熱量計オプションを組み込むことで反応熱量計として使用可能です。

最大 6ユニットでのパラレル制御が可能な為、反応条件の最適化の検討に向いています。
スケールアップの検討やラボスケールでの熱的危険性の評価にも使用可能です。

…………………………　P. 4

………………　P. 6

0.5L ～ 5Lの大容量の製薬プロセスの効率化に向いています。
リッタースケールでの熱的危険性の評価にも使用可能です。

SYSTAG社製 有機合成自動化システム FlexyCUBE

有機合成自動化システム FlexyCUBE

SYSTAG社製 ジャケット式反応器自動化システム FlexyPAT

ジャケット式反応器自動化システム
FlexyPAT

  ラボスケール

  リッタースケール



Memo

ティモンナノワン



4 Synthesizers and calorimeters

Synthesizers

合成反応検討の効率化に
創薬・製薬プロセスの効率化に貢献
有機合成自動化システム

Flexy CUBE

マニュアルモード制御画面

リアルタイムグラフ観察

 特長

 用途・アプリケーション

 条件設定

 グラフ化

熱量計オプションを付けることで

反応熱量計としても使用可能
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Synthesizers

https://youtu.be/rHDNqz_oApA

機能・スペック表

反応器

反応器容量 70、100、250、400 mLから選択（250 mLが標準モデル）

反応器材質
ホウケイ酸ガラス（～ 1.3 bar）
オプション：耐圧ガラス（～ 6 bar）、ステンレス（～ 100 bar）、Hastelloy（～ 100 bar）

温度範囲 - 80°C ～ ＋ 280°C

加熱 電気ヒーター（230 VAC、500 W）

冷却 冷却用サーキュレーター 1台

攪拌機
80 ～ 650 rpm / 35 Ncm（最大70 Ncm）
オプション：80 ～ 650 rpm / 65 Ncm（最大110 Ncm）、
200 ～ 2000 rpm / 25 Ncm（最大50 Ncm）

撹拌翼
ホウケイ酸ガラス、4枚羽プロペラ型
オプション：ステンレス製、ハステロイ製、アンカー型など

反応器フタ
器具接続口の数、大きさ

器具接続口×4個、NSK 19/26

計測値
反応器内温度、ジャケット温度、撹拌回転数、トルク
オプション：pH、圧力、真空度など

添加システム
1反応器ごとに2系列、重量または流量制御、ペリスタポンプ使用
ペリスタポンプチューブ素材：Novoprene（標準）
オプション：Silicon、Viton、Chemsure

添加用天秤 1反応器ごとに2個付属、秤量：最大2,000 g、最小値：0.1 g

他
窒素または乾燥空気置換可能
GL14コネクター×4口接続可能な、添加用ガラス器具1個付き
ジムロート冷却器1個付き

PC、制御

OS Windows 7/8/10、MS-Offi  ce

ソフトウェア
インストール済
FlexySYS（反応器制御用、レシピ作成用）、SysGraph（データ解析用）

通信環境 有線LANおよび無線LAN対応

拡張 ユニバーサルI/Oモジュール、RS-232インターフェイス、熱量計モジュール等を接続可能

使用環境

使用周囲温度 10°C ～ 35°C

電源 単相230 VAC、5 A、50/60 Hz

消費電力 600 VA／1反応器

寸法（W×D×H）、重量
200×340×330 mm  （添加用天秤設置時、奥行き：490 mm）
約20 kg

　製品紹介動画を公開中！ 従来の有機合成反応実験では、溶液の攪拌、温度の調整および滴下の管理等
が必要な為、実験者が長時間作業をする必要がありました。本システムは、実
験条件を事前に入力する事で、実験を自動化する事が可能なシステムです。例
えば、撹拌、温度、滴下量、pH等をレシピ通りに自動制御します。これにより、
実験者の作業時間を削減する事ができます。1システムで最大 6台の反応容器
を並列制御する事が可能な為、合成・反応プロセスの最適化検討にも有用です。
装置構成はお客様の実験内容や規模に合わせて、カスタマイズする事が可能で
す。また、ソフトウェアは直感的に操作できるよう設計されており、実験条件の
設定、グラフの表示およびレポート作成が容易に行えます。
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Calorimeters

0.5～5 L スケールの合成反応検討、
化学・製薬プロセス開発の効率化に貢献

ジャケット式反応器自動化システム

Flexy PAT

Flexy PATは 0.5 ～ 5Lスケールの有機合成反応を自動化で
きるシステムです。温度、撹拌、添加量、pH等を自動制御し
ます。制御用ソフトウェアは直感的に操作できるように設計され
ており、温度などの測定値をリアルタイムで表示できるのでデー
タロガーとしても活用できます。反応条件を事前に登録すれば、
レシピ通りに合成反応を実行できます。装置構成はお客様の実
験内容や規模に合わせて、カスタマイズする事が可能です。
　PC1台で6反応器まで制御可能なので、条件の異なる実験
を並行して行うことができます。化学や製薬プロセス開発の効
率化、省人化、リモート化に貢献するシステムです。

熱量計オプションを付けることで

反応熱量計としても使用可能

 特長

 用途・アプリケーション
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Calorimeters

制御画面

マニュアルモード制御画面 リアルタイムグラフ観察

機能・スペック表

反応器容量
0.5 L、1 L（標準）、５L
ジャケット付き反応器、反応器用スタンド付き

反応器材質
ホウケイ酸ガラス（～1.3 bar）
オプション：ステンレス、ハステロイなど

温度範囲 - 20 ℃ ～ + 200 ℃

加熱・冷却 恒温サーキュレーターを使用

撹拌機
10 ～ 2000 rpm / トルク最大100 Ncm
オプション：30 ～ 2000 rpm / トルク最大60 Ncm

撹拌翼
ホウケイ酸ガラス、4枚羽プロペラ型
オプション：ステンレス製、ハステロイ製、アンカー型など

反応器フタ
器具接続口の数と大きさ

容器内径：100 mm（DN100）、下部抜き出し口径：10 mm、
器具接続口：NS 14/23×1口、NS 29/32×3口

計測値
反応器内温度、ジャケット温度、撹拌回転数、トルク
オプション：pH、圧力、真空度、濁度、粒子径など

オプション
添加制御（重量 or 流量制御）、pH制御、圧力制御（加圧＆減圧）、蒸留システム、
熱量計システム、水素添加システム

OS Windows10、MS-Offi  ce

ソフトウェア インストール済：FlexySYS（反応器制御用、レシピ作成用）、SysGraph（データ解析用）

通信環境 有線LANおよび無線LAN対応

拡張 ユニバーサルI/Oモジュール、RS-232インターフェイス、熱量計モジュール等を接続可能

使用環境温度、湿度 10 ～ 35 ℃、～ 80 ％（結露しないこと）

電源 100 ～ 240 V、50 ～ 60 Hz

消費電力 2,400 W

寸法（W×D×H） 反応器スタンド：500× 500×1300 mm

他 設置場所を動かせる専用台車あり
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SYSTAG社製 ジャケット式反応器自動化システム FlexyPAT ＋ 反応熱量計オプション

SYSTAG社製 有機合成自動化システム FlexyCUBE ＋ 反応熱量計オプション

反応熱量計

断熱熱量計

暴走反応のシナリオと対応する熱量計

熱量計は、反応のフェーズ毎に適した熱量計を選択する事が必要です。
反応熱量計を大きく分けると、反応熱量計と断熱熱量計があります。目的に応じて熱量計をご選択ください。

スケールアップ前に反応時の熱的危険性を評価に用います。

…………………………………………………………………… P. 9

………………………… P. 4

……………… P. 6

反応の暴走状態での熱量評価に用います。

OMNICAL社製 小型反応熱量計 SuperCRC

………………………………………………………………………… P. 10OMNICAL社製 示差式断熱熱量計 DARC

…………………………………………………………… P. 12SYSTAG社製 断熱熱量計 RADEX（恒温壁熱量計）

熱量計の種類と選び方
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Calorimeters

スケールアップ前に、
化学反応に伴う熱的危険性を正確に把握
小型反応熱量計

SuperCRC

機能・スペック表

型名 SuperCRC-X SuperCRC-XL

反応容器 15 mL ガラスバイアル瓶 50 ～ 90 mL ガラスバイアル瓶

感度 1 μW 50 μW

ダイナミックレンジ 1 μW ～ 1 W 50 μW ～ 10 W

撹拌速度 900 rpm（マグネティックスターラー）

使用温度範囲 －80 ℃ ～ 200 ℃

硬性内視鏡 標準付属

制御コンピュータ 内蔵Windows 10、タッチパネル操作

出入力端子 USB、LAN、DSUB、RS485

寸法（W×D×H） 690×560×610 mm

オプション
高圧用反応容器、高粘度サンプル用機械撹拌、

自動添加シリンジポンプなど

https://youtu.be/0fRKXjU7DMwOMNICAL 社は小型反応熱量計の開発、製造、販売およびサポー
トを行っています。弊社、東京インスツルメンツは国内販売総代
理店です。本製品は日本国内では、化学品メーカーや医薬品メー
カー研究所、大学などに100台以上納入されています。

　製品紹介動画を公開中！　OMNICAL社について

 特長

 用途・アプリケーション
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Calorimeters

断熱状態での暴走反応の反応プロセスの評価
高温高圧条件下での反応熱量の測定
示差式断熱熱量計

DARC

DARCは、プロセスの安全性と熱的危険性
の試験および評価が可能です。ソフトウェア
には暴走反応のプロセス評価を正確に評価
する為の微分熱量補正法を実装しておりま
す。これにより、反応容器の熱質量の影響
を排除した断熱熱量測定が可能です。また
複数の測定モードが搭載されており、複数
の測定モードを使用することで、短時間で
熱的危険性の評価が可能です。例えば、通
常測定前にHWSモードで段階的に温度
を上昇させ一定時間保持する事を繰り返す
ことで暴走反応の予想することが可能です。
日本国内では、同社製品の小型反応熱量計 
Super CRC（9ページに掲載）と合わせ
て使用することで、各企業や研究機関で安全
性評価に貢献しており、ご好評を頂いています。

機能・スペック表

型名 DARC-Ⅱ

測定モード
定圧熱容量、通常測定、時短HWS、HWS、
等温変化、温度補正

熱物理的検出限界
通常モード：0.005 K/min
HWSモード：0.01 K/min

熱化学的検出限界
通常モード：0.3% wt DTBP/Toluene
HWSモード：3% wt DTBP/Toluene

発熱追従速度 0.005 ～ 100 K/min（オプション：～ 200 K/min）

最大断熱示差走査熱量
（通常モード時）

最大 1 K/min

温度範囲 室温～500℃（オプション：-80～500℃）

圧力検知 / リリーフ 0～5000 psi、誤差0.05%、リリーフバルブ付き

圧力容器
容量：12 mL（オプション：7 mL、30 mL）、316 L
素材：Nitronic 50、Hastelloy C276、ガラスライナー

還流防止 メタルチューブ（ヒーターおよびシャント含む）

高速クールダウン エアパージまたは冷却ファン

制御PC Windows 10

通信端子 RJ45、RS232、RS485

寸法（W×D×H） 55.88×66.04×66.04 cm（最大開口時）114.3cm

重量 75kg

 特長

 用途・アプリケーション
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Calorimeters

標準容器350mL

完全密閉容器 標準容器450mL

バッドシナリオの
シミュレーションに最適
断熱安全熱量計

ARSST

ARSSTは、冷却の損失、攪拌の損失、試薬の誤投入、
大量負荷のアップセット、バッチ汚染、および火災暴露
加熱などのアップセット シナリオをモデル化する事が可
能です。本熱量計は、潜在的な反応性化学物質の危険
を迅速且つ安全に評価できます。
本製品で得られたデータは、暴走反応中の重要な温度
上昇率と圧力上昇率を示します。これにより、フルスケー
ルのプロセス条件に直接適用できる信頼性の高いエネル
ギーとガスの放出速度が得られます。少量のサンプルで
測定でき、セットアップも簡便で扱いやすいシステムです。

 製品詳細  反応容器の種類

 特長

 用途・アプリケーション

 適用
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Calorimeters

数グラム単位での熱分析が可能
大容量モデルも有り

断熱熱量計 （恒温壁熱量計）

RADEX

機能・スペック表

断熱熱量計RADEXは、空気またはガス流通下で断熱状態での試料の
熱や圧力特性を測定します。グラム単位の試料で測定ができるので錠剤な
ど不均一な物質の測定にも向いています。室温～400℃の範囲で、発熱
速度や熱暴走開始温度の測定などが行えます。化学・製薬プラントのプロ
セス設計や化学物質の保管・輸送時の安全性評価等に利用できます。1
台のPCで最大6台の装置を並列稼働できるので、実験の効率化にも貢
献します。クールユニット使用により-50℃～190℃の範囲で測定が行え
るモデルや、より大容量で測定を行うことができるモデルもございます。

測定画面例

型名 RADEX V5 RADEX V6 SEDEX

使用温度範囲 室温 ～400 ℃
-50 ～ 190 ℃
※クールユニット性能による

室温 ～400 ℃
※クールユニット使用時 -10 ～ 150 ℃

温度センサー Pt-100、内温および外温 Pt-100、内温および外温 Pt-100、内温および外温

感度
0.05 ℃または
2 mW/g - サンプル

0.05 ℃または
2 mW/g - サンプル

0.05 ℃または
0.5 mW/g - サンプル

試料容器

開放ガラスセル
オプション：密閉ガラスセル、
ガス対応ガラスセル、
耐圧金属セル（～200 bar、
破裂板付き、圧力測定可能)

耐圧金属セル（～200 bar、
破裂板付き、圧力測定可能）

開放ガラスセル
オプション：ガス対応ガラスセル、
耐圧金属セル（～200 bar、破裂板付き、圧力
測定可能)、保管・輸送評価用ワイヤーケージ、
断熱インサート

試料容器容量
通常2.5 mL
（容器によっては1.5 ～ 3 mL）

通常2.5 mL
（容器によっては1.5 ～ 3 mL）

通常20 mL
（容器によっては2 ～ 100 mL以上）

加熱機構
円筒形金属製ジャケット、
加熱金属ブロック付き

円筒形金属製ジャケット、
加熱金属ブロック付き

空気循環式オーブン

冷却機構 冷却ファン 外部クールユニット 外部クールユニット（～ -10 ℃）

撹拌 － － 磁気撹拌

寸法（W×D×H）、重量 150×150×250 mm、約3.5 kg 200×340×340 mm、約13 kg 420×500×530 mm、約54 kg

 特長

 用途・アプリケーション
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option

合成装置と組み込み可能！ 
反射・液浸・ATRプローブ対応
小型ポータブル分光器 (フーリエ変換赤外分光光度計)

FT-IR

液浸プローブ

反射プローブ

水溶液、有機溶媒の透過吸収測定に

岩石、プラスチック塗料、インク、牛乳の反射測定に

ATRプローブ

水溶液、有機溶媒、ゴム、皮膚の赤外測定に

ATRプローブ（Diamond）測定例

 特長

 用途・アプリケーション

 各種プローブ測定に対応



代表者 代表取締役　河村 賢一

設立 1981年 8月

資本金 9,900 万円

従業員数 単独 :42 名 (2024 年 7月現在 )　連結 :90 名 (日本 )

主な事業内容 ・オプトエレクトロニクス製品の開発、設計および応用システムの製造販売
・オプトエレクトロニクス製品、計測機器の輸出入と販売
・ライフサイエンス関連製品の輸出入と販売
・研究開発

取引銀行 三菱UFJ 銀行 西葛西支店、商工組合中央金庫 押上支店

所在地 本社：〒134-0088 東京都江戸川区西葛西 6丁目18番 14号 T.I.ビル
TEL：03-3686-4711　FAX：03-3686-0831
E-MAIL：sales@tokyoinst.co.jp

大阪営業所：〒532-0003　大阪市淀川区宮原 4丁目1番 46号新大阪北ビル
TEL：06-6393-7411　FAX：06-6393-7055

グループ会社 ・LOTIS TII
　Nd：YAGレーザー 、Ti:Sレーザー、OPOレーザー
・株式会社ユニソク
　超高真空・極低温走査型プローブ顕微鏡、高速分光測定装置、クライオスタット

海外販売代理店
（東京インスツルメンツ
およびユニソク製品）

・SPECS-TII Instruments 有限公司
　ユニソクと東京インスツルメンツ製品の営業とアフターサービス
・SPECS-TII USA

CORPORATE
PROFILE
株式会社 東京インスツルメンツ・会社案内



・大阪大学
・沖縄科学技術大学院大学（OIST）
・関西学院大学
・九州大学
・京都大学
・慶應義塾大学
・芝浦工業大学
・首都大学東京

大学

国研等

民間

・東京工業大学
・東京大学
・東京農工大学
・東京理科大学
・同志社大学
・東北大学
・長岡技術科学大学
・名古屋大学

・奈良先端科学技術大学院大学
・日本大学
・北陸先端科学技術大学院大学
・北海道大学
・立命館大学
・早稲田大学

・宇宙航空研究開発機構
・海洋研究開発機構
・科学技術振興機構
・産業技術総合研究所
・自然科学研究機構
 核融合科学研究所 /分子科学研究所 /国立天文台

・情報通信研究機構
・日本原子力研究開発機構
・物質・材料研究機構
・理化学研究所

・富士通研究所
・富士重工業
・HOYA
・本田技術研究所
・パナソニック
・三井金属鉱業
・三菱重工業
・三菱電機

・旭硝子
・オムロン
・オリンパス
・花王
・キヤノン
・シャープ
・セイコーエプソン
・セントラル硝子

・ソニー
・第一三共
・東芝
・トクヤマ
・凸版印刷
・トヨタ自動車
・豊田中央研究所
・ニコン

・日産自動車
・日本電気
・日本電信電話
・浜松ホトニクス
・日立化成工業
・日立製作所
・日立ハイテクノロジーズ
・富士フイルム

他  【敬称略】

主要販売先




